
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 
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2014
平成26年 

第1168号 11.15
毎月1日・15日発行 

毎
月

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成26年11月1日現在
（112人増）86,443人人口
（035人増）43,714人男
（077人増）42,729人女
（56世帯増）37,147世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

　

長
く
公
務
に
従
事
し
、
市
政
の

振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
で
す（
敬

称
略
、
順
不
同
）
。

岩
田　

章
孝
（
大
丸
）

　

元
稲
城
第
三
小
学
校
学
校
医

菊
池　

祥
夫
（
百
村
）

　

元
稲
城
第
一
中
学
校
・
稲
城
第

二
小
学
校
学
校
医

清
水　

雅
英
（
世
田
谷
区
）

　

元
稲
城
第
二
中
学
校
・
稲
城
第

三
中
学
校
学
校
医

武
井　

滋
（
向
陽
台
）

　

元
稲
城
第
六
中
学
校
・
稲
城
第

六
小
学
校
学
校
医

里
吉　

里
美
（
八
王
子
市
）

　

元
稲
城
第
三
・
四
・
六
小
学
校
・

稲
城
第
二
中
学
校
学
校
歯
科
医

城
所　

洋
子
（
矢
野
口
）

　

元
稲
城
第
一
・
三
・
四
・
六
・

七
小
学
校
学
校
薬
剤
師

（
故
）島
田　

徳
夫
（
矢
野
口
）

　

元
稲
城
第
三
中
学
校
学
校
薬
剤

師石
坂　

淑
子
（
百
村
）

　

元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

菅
野　

武
（
矢
野
口
）

　

元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

藤
森　

光
子
（
東
長
沼
）

　

元
保
護
司

石
井　

美
枝
子
（
大
丸
）

　

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員

榎
本　

幸
代
（
坂
浜
）

　

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員

河
村　

美
恵
子
（
長
峰
）

　

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員

豊
口　

住
枝
（
東
長
沼
）

　

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　市では、市政に功労のあった方を毎年11月の市制施行記念日に
併せて表彰しています。今年は、11月4日に表彰式を実施し、自治
功労表彰として市政の振興に功労のあった方14人、一般表彰として
市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興に尽力された方な
ど11人と5団体を表彰しました。
　表彰式では、受章者一人ひとりに市長から表彰状が贈られました。
表彰された方々を紹介します。

■問総務契約課総務係

　

市
民
の
安
全
、
地
域
活
動
の
向

上
、
文
化
や
体
育
の
振
興
な
ど
に

尽
く
さ
れ
た
方
で
す
（
敬
称
略
、

順
不
同
）
。

中
山　

宏
司
（
坂
浜
）

　

多
摩
稲
城
防
犯
協
会
役
員

奈
良
部　

義
彦
（
東
長
沼
）

　

多
摩
稲
城
防
犯
協
会
役
員

地
域
活
動
功
労

佐
久
間　

修
（
若
葉
台
）

　

若
葉
台
ワ
ル
ツ
の
杜
団
地
自
治

会
会
長

社
会
教
育
功
労

角
田　

享
（
矢
野
口
）

　

芸
術
文
化
団
体
連
合
会
役
員
・

会
長

森　

久
雄
（
東
長
沼
）

　

芸
術
文
化
団
体
連
合
会
役
員
・

会
長社

会
体
育
功
労

佐
々
木　

良
和
（
川
崎
市
）

　

軟
式
野
球
連
盟
役
員

柏
木　

秀
人
（
向
陽
台
）

　

軟
式
野
球
連
盟
役
員

佐
藤　

宏
（
八
王
子
市
）

　

元
剣
道
連
盟
役
員
・
理
事
長

田
中　

貞
明
（
八
王
子
市
）

　

空
手
道
連
盟
役
員
・
理
事
長

徳

行

な
か
の　

よ
し
こ
（
大
丸
）

　

作
画
の
寄
附

稲
城
市
災
害
防
止
協
会（
東
長
沼
）

　

防
火
広
告
用
看
板
並
び
に
多
目

的
テ
ン
ト
の
寄
附

株
式
会
社　

冨
永
農
場
（
坂
浜
）

　

金
員
の
寄
附

有
限
会
社　

オ
フ
ィ
ス
・
ケ
イ（
東

長
沼
）

　

金
員
の
寄
附

小
泉　

和
男
（
大
丸
）

　

卒
園
証
書
等
の
無
償
筆
耕

稲
城
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

市
立
病
院
で
の
縫
製
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
実
施

３
小
校
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

稲
城
第
三
小
学
校
児
童
の
登
下

校
の
見
守
り

▲上段左から　小泉　和男さん、稲城市赤十字奉仕団、
　　　　　　　 3 小校外ボランティア
　下段左から　田中　貞明さん、なかの　よしこさん、稲城市災害防止協会

▲上段左から　森　久雄さん、佐々木　良和さん、
　　　　　　　柏木　秀人さん、佐藤　宏さん
　下段左から　中山　宏司さん、奈良部　義彦さん、角田　享さん

▲上段左から　榎本　幸代さん、河村　美恵子さん、豊口　住枝さん
　下段左から　城所　洋子さん、石坂　淑子さん、菅野　武さん、
　　　　　　　藤森　光子さん、石井　美枝子さん

自
治
功
労
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん

一

般

表

彰

を

受

け

た

皆

さ

ん

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成平成 222222222222222222222222 66666666666666666666666626年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
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平平成成2266年年度度

市市 政政 功功 労労 者者 をを 表表 彰彰

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

自治功労
表彰

一般表彰

安
全
対
策
功
労

産業まつり
主
な
記
事

2 面　　農産物品評会受賞者
家庭用生ごみ処理容器

3 面　　購入費の一部を助成
4 面11月は児童虐待防止推進月間
5 面4コマまんが「なしのすけが行く」
6 面ヘルスメーター



26・11・15 代表電話は042－378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

▽　

月
及
び　

月
上
旬
の
作
業
日
・
地
区　
　

／　
（
火
）・
東
長
沼
、　

／　
（
火
）・
長
峰
、　

／
9（
火
）・
押
立
、　

／　
（
水
）・
向
陽
台　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

11

12

11

18

11

25

12

12

24

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

稲城市長
�橋　勝浩

　

本
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

に
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
）
を
開
発
し
た
名
城
大
学

教
授
の
赤
崎
勇
氏
・
名
古
屋
大

学
教
授
の
天
野
浩
氏
・
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
校
教
授
の
中
村
修
二
氏
が
選

考
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
崎
氏
と
天
野
氏
は
名
古
屋

大
学
の
研
究
室
で
師
弟
関
係
に

あ
り
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に

世
界
で
初
め
て
成
功
し
、
そ
の

後
中
村
氏
が
量
産
化
技
術
を
確

立
し
ま
し
た
。
複
数
人
に
よ
る

共
同
研
究
の
場
合
、
ま
た
は
共

同
で
は
な
い
が
複
数
人
の
業
績

が
受
賞
理
由
に
な
る
場
合
は
一

度
に
３
人
ま
で
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
今
回

は
こ
の
皆
さ
ん
が
同
時
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
の
発
明
者
で
あ
る
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
言
に

基
づ
き
始
め
ら
れ
た
表
彰
制
度

で
、
６
部
門
あ
り
ま
す
。

　

今
回
を
含
め
た
日
本
の
受
賞

歴
は
、
物
理
学
賞　

人
、
科
学

１０

賞
７
人
、
生
理
学
・
医
学
賞
２

人
、
文
学
賞
２
人
、
平
和
賞
１
人

の
合
計　

人
で
、
経
済
学
賞
は
ま

２２

だ
受
賞
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ノ
ー
ベ
ル
の
遺
言
は
「
換
金
可

能
な
財
産
に
よ
る
基
金
を
設
立
し
、

そ
の
毎
年
の
利
子
に
つ
い
て
、
前

年
に
人
類
の
た
め
に
最
も
貢
献
し

た
人
に
賞
と
し
て
与
え
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
趣
旨
を
踏
ま
え
、
人

類
と
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

た
全
て
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
が
、
今

回
の
受
賞
は
基
礎
研
究
か
ら
実
用

化
ま
で
を
日
本
の
研
究
者
が
成
し

遂
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
の
発
展
に
つ
い
て
は
、

日
米
で
は
科
学
自
体
の
発
展
の
た

め
に
研
究
政
策
を
立
て
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
国
で
は
経
済
発
展

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
見

方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
真
偽
は
と

も
か
く
と
し
て
、
日
本
で
は
１
９

９
５
年
に
科
学
技
術
基
本
法
を
制

定
以
来
、
巨
額
の
資
金
を
基
礎
研

究
に
投
資
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

成
果
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
総
数
は
欧
米

に
か
な
わ
な
い
も
の
の
、
２
０
０

０
年
以
降
の
自
然
科
学
３
分
野
で

は
日
本
の
受
賞
が
相
次
ぎ
、
一
定

の
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。
日

本
は
研
究
費
も
多
く
、
世
界
と
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
い
の
で
、

更
に
期
待
で
き
る
と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
研
究
分
野
へ
の
投

資
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
数
を
増

や
す
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
の
教
育

環
境
・
研
究
環
境
を
充
実
し
て

こ
そ
「
も
の
づ
く
り
日
本
」
を

支
え
る
人
材
の
再
生
産
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
資
源
の
な

い
日
本
が
将
来
に
渡
っ
て
繁
栄

し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
に
対

す
る
投
資
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

　

昨
今
の
教
育
現
場
で
は
、
若

者
の
理
科
離
れ
、
留
学
生
の
減

少
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

純
粋
な
気
持
ち
で
学
問
に
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
が
国
を
繁
栄

さ
せ
、
結
果
的
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
が
増
え
て
い
く
よ
う
に
、

私
た
ち
は
そ
の
礎
を
築
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
受
賞
の
報
に
あ
た
り
、

今
後
と
も
教
育
委
員
会
と
の
連

携
を
深
め
、
未
来
を
担
う
稲
城

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
取
り

組
む
重
要
性
を
再
認
識
し
た
次

第
で
す
。

　
　

月　

日（
金
）、
Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭
「
第　

回
稲

10

24

44

城
市
産
業
ま
つ
り
」
で
、
農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
で
は
出
品
さ
れ
た　

点
の
中
か
ら
、
東
京
都
知
事
賞
な

252

ど　

点
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、　

日（
日
）に
表
彰
式
が
行
わ
れ

30

26

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
東
京
都
知
事
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

城
所　

貞
夫
氏
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

フ
ァ
イ
タ
ー
〕

　

上
原　

徳
和
氏
（
坂
浜
）

○
植
木
･ 
花  
卉 
･
盆
栽
の
部
〔
植

か 

き

木
・
姫
シ
ャ
ラ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

田
中　

清
一
氏
（
東
長
沼
）

○
野
菜
の
部
〔
ナ
ス
・
千
両
二
号
〕

　

内
田　

英
樹
氏
（
百
村
）

○
植
木
･
花
卉
･
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
椿
〕

　

木
村　

敏
幸
氏
（
押
立
）

○ 
茸 
の
部
〔
生
椎
茸
・
富
士　

〕

き
の
こ

２０６

　

�
野　

廉
明
氏
（
若
葉
台
）

▽
稲
城
市
議
会
議
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
里
芋
・ 
土  
垂 
〕

ど 
だ
れ

　

阿
川　

芳
男
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
農
業
委
員
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔 
甘  
薯 ・
紅
あ
ず
ま
〕

か
ん 
し
ょ

　

市
村　

忠
雄
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・ 
秋  
月 
〕

あ
き 
づ
き

　

進
藤　

芳
広
氏
（
東
長
沼
）

▽
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
み
か
ん
・
オ
キ
ツ

 
早  
生 
〕

わ 

せ

　

�
野　

澄
子
氏
（
若
葉
台
）

▽
東
京
都
農
業
協
同
組
合
中
央
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

高
野　

義
雄
氏
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
農
業
共
済
組
合
長
賞

○
果
実
の
部
〔
キ
ウ
イ
・
レ
イ
ン

ボ
ー
レ
ッ
ド
〕

　

篠
崎　

益
朗
氏
（
東
長
沼
）

▽
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
東

京
都
本
部
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

誉
氏
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
南
多
摩
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

松
本　

信
之
氏
（
東
長
沼
）

▽
Ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
第
44

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員

会
委
員
長
賞

○
果
実
の
部
〔
柿
・ 
太  
秋 
〕

た
い 
し
ゅ
う

　

�
野　

廉
明
氏
（
若
葉
台
）

○
野
菜
の
部
〔 
馬 
鈴

ば 
れ
い

   
 
薯 ・
と
う
や
〕

し
ょ

　

阿
川　

陽
子
氏
（
坂
浜
）

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
マ
ユ
ミ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
果
実
生
産
団
体
協
議
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

森　

公
一
氏
（
東
長
沼
）

▽
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
東
京
都
本
部
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
キ
ュ
ウ
リ
・
フ
リ

ー
ダ
ム
〕

　

篠
崎　

益
朗
氏
（
東
長
沼
）

▽
東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協

議
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
ネ
ギ
・
ホ
ワ
イ
ト

タ
イ
ガ
ー
〕

　

馬
場　

節
子
氏
（
平
尾
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
キ
ャ
ベ
ツ
・
初
秋
〕

　

阿
川　

健
一
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
の
梨
生
産
組
合
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
興
〕

　

土
方　

保
道
氏
（
押
立
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
地

区
野
菜
部
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
人
参
・
新
黒
田
〕

　

市
村　

忠
雄
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
椎
茸
生
産
組
合
連
合
会

長
賞

○
茸
の
部
〔
椎
茸
ほ
だ
木
・
富
士

　

〕
２０６
　

�
野　

澄
子
氏
（
若
葉
台
）

▽
稲
城
市
特
殊
林
産
生
産
組
合
長

賞○
茸
の
部
〔
生
椎
茸
・
北
研　

〕
６０９

　

�
橋　

一
朗
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

市
長
コ
ラ
ム

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞受賞 No.37

Ｉ
 
Ｉ 
の
ま
ち

い
な
ぎ
市
民

の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民

あ
い

祭
 
祭 

ま
つ
り

第第　

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

4444農農
産産
物物
品品
評評
会会
受受
賞賞
者者

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

経
済
観
光
課
農
政
係

　

議
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

当
日
、
議
会
事
務
局
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
願
・
陳
情
は
、　

月　

日（
火
）

１１

１８

午
後
５
時
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

市
議
会
本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
稲
城
市

議
会
」
か
ら
平
成　

年
第
４
回
定

２６

例
会
本
会
議
の
様
子
を
生
中
継
ま

た
は
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
 

議
会
事
務
局
議
事
係

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

平平
成成

年年
第第
４４
回回

2266
市市
議議
会会
定定
例例
会会

　

月月　

日（
水
）か
ら

日（
水
）か
ら
開
催
開
催

1111

2626

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。秘書広報課広報広聴係

201420142014
　日本舞踊を習う、市内在住の高
校2年生の水田さんと稲城第六中
学校3年生の藤後さん。この度、
水田さんは16歳で日本舞踊の最
大流派である「花柳流」宗家家元
より試験に合格した者として
「 花柳  要椿 」の苗字を認許され、

はなやなぎ ようつばき

名取となりました。また、藤後さんは「第70回全国舞踊コンクール」の
15歳以下の第2部で入賞するという快挙を成し遂げました。
　日本舞踊を始めたきっかけは「いなぎＩＣカレッジに講座があったか
ら」と語る二人。日本の伝統文化を体験しよう、という軽い気持ちから
始まりましたが、以来9年の稽古を重ね、どんどん日本舞踊の魅力には
まっていきました。
　日本舞踊は見た目より体力と集中力が求められ、稽古は相当ハードな
ものだそうですが、そこで培った力を、水田さんは茶道部、藤後さんは
バスケットボール部と、学校の部活動にも生かしているそうです。
　将来について聞いたところ、水田さんは、大人になっても日本舞踊を
続けたいとのことでした。藤後さんも名取に挑戦したいそうですが、職
業は別に持ち、趣味として日本舞踊を続けていきたいと語ってくれまし
た。ライフワークとしてプロ級の「趣味」を持つというのも素敵ですね。
　二人は「いなぎＩＣカレッジ」という身近な生涯学習の場で、プロから
教えを受ける機会を得て、素晴らしい才能を開花させました。これから
もその経験と実力を基に、様々な場で活躍されることを期待しています。

いいいいいいいいいいいいいいいなななななななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎIIIIIIIIIIIIIIICCCCCCCCCCCCCCCカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッジジジジジジジジジジジジジジジかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららら誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生生生生生生!!!!!!!!!!!!!!!
未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来ををををををををををををををを担担担担担担担担担担担担担担担ううううううううううううううう若若若若若若若若若若若若若若若ききききききききききききききき舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊家家家家家家家家家家家家家家家
水水水水水水水水水水水水水水水田田田田田田田田田田田田田田田 結結結結結結結結結結結結結結結花花花花花花花花花花花花花花花さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん／／／／／／／／／／／／／／／
みず た ゆう か

藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤後後後後後後後後後後後後後後後 英英英英英英英英英英英英英英英哲哲哲哲哲哲哲哲哲哲哲哲哲哲哲さささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんん
とう ご えい てつ

▽
東
京
都
植
木
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
モ
ッ
コ
ク
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
植
木
花
卉
生
産
振
興
会

長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
〕

　

木
村　

敏
幸
氏
（
押
立
）

▲水田　結花さん ▲藤後　英哲さん

梨赤星病予防に梨赤星病予防に
ご協力ください!ご協力ください !

　ビャクシン類（カイヅカイ
ブキ、タマイブキ、一部のコ
ニファー等）は梨の「赤星病」
の伝染源となります。
　稲城市では、梨の栽培に長
い歴史があります。特産物の
梨を守るために、市内にはこ
れらの植物を植えないようご
協力をお願いします。
■問経済観光課農政係、東京南
農業協同組合稲城支店指導経
済課　1377－6002



（3）　代表電話は042－378－2111 26・11・15

助成上限額（1基あたり）長所特徴種別

容量190リットル未満
＝3,000円

容量190リットル以上
＝6,000円

電動式と比べ、
安価に購入でき
ます。

庭・畑がある家庭
向きです。枯葉や
腐葉土と生ごみを
混ぜることで、微
生物が生ごみを分
解し、堆肥になり
ます。

生
ご
み 
堆  
肥 
化
容
器

た
い 

ひ

（
コ
ン
ポ
ス
タ
ーな

ど
）

共同住宅向きで
す。消化酵素入り
の基材と生ごみを
混ぜることで、生
ごみが分解され、
消滅します。

生
ご
み
減
容
器

（
く
う
た
く
ん
な
ど
）

10,000円
かき回す手間が
無く、どなたで
も簡単に使用で
きます。

屋内使用にお勧め
です。スイッチ１
つでごみを処理し
てくれます。

電
動
生
ご
み

処
理
機

※機種･販売店を問わず、購入金額の2分の1の額を助成します（上限額は上表参照）。
※「生ごみ処理容器」は、上記以外にも様々な種類がありますので、詳しくは販売店や
メーカーにお問い合わせください。

▲有害物が混入すると大変危険です

防
災
行
政
無
線
な

防
災
行
政
無
線
な

ど
を
用
い
た
全
国

ど
を
用
い
た
全
国

一
斉
の
緊
急
情
報

一
斉
の
緊
急
情
報

の
伝
達
試
験

の
伝
達
試
験

　

市
で
は
、
地
震
や
津
波
、
武

力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（ 
Ｊ － ジ

ェ
イ

 
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 
）
か
ら
送
ら
れ
て

ア

ラ

ー

ト

く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

様
々
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い

て
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す

「
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
収
集

「
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
収
集

及
び
運
搬
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

及
び
運
搬
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

「
災
「
災
害
時
に
お
け
る
し
尿
の
収
集
等

害
時
に
お
け
る
し
尿
の
収
集
等

の
実
施
に
関
す
る
協
定
」

の
実
施
に
関
す
る
協
定
」

　

市
と（
株
）加
藤
商
事
、（
株
）

調
布
清
掃
、（
株
）ペ
エ
ッ
ク
ス

は
、
災
害
時
に
発
生
す
る

災
害
廃
棄
物
の
収
集
及
び

運
搬
の
協
力
を
目
的
と
し

て
、
「
災
害
時
に
お
け
る

廃
棄
物
の
収
集
及
び
運
搬

の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
９
月　

日
に
締
結
し
ま

２９

し
た
。

　

ま
た
同
日
、
災
害
時
に

発
生
す
る
し
尿
の
収
集
及

び
運
搬
の
協
力
を
目
的
と

し
て
、（
株
）ペ
エ
ッ
ク
ス

と
「
災
害
時
に
お
け
る
し

尿
の
収
集
等
の
実
施
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
防
災
係 

1　

・
７
１
１
９

３７７

▲協定先事業者と市長との締結式の様子

　

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
は
、

機
種
・
販
売
店
な
ど
問
わ
ず
、
通

販
で
の
購
入
分
も
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
購
入
す
る
前
に
環
境
課
へ
「
生

ご
み
処
理
容
器
購
入
申
請
書
」
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
購
入
申
請
書

は
環
境
課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

使使
用用
済済
みみ
のの

携携
帯帯
電電
話話
等等
はは

リリ
ササ
イイ
クク
ルル

しし
まま
しし
ょょ
うう

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
、
再
利
用
可
能
な
希
少
金
属

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

不
用
に
な
っ
た
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
市
役
所
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
「
使
用
済
み
小

型
電
子
機
器
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
に

入
れ
る
こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
や
機

種
を
問
わ
ず
、
無
料
で
リ
サ
イ
ク

ル
が
で
き
ま
す
。
端
末
を
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
る
際
に
は
、
端
末

本
体
内
に
保
存
さ
れ
た
個
人
情
報

等
を
必
ず
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
や

携
帯
電
話
以
外
の
回
収
品
目
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

分
別
徹
底
の
お
願
い

「「
スス
ププ
レレ
ーー
缶缶
」」

「「
カカ
セセ
ッッ
トト
ボボ
ンン
ベベ
」」

「「
ガガ
スス
ララ
イイ
タタ
ーー
」」はは

『『
有有
害害
物物
』』でで
すす

に
周
辺
一
帯
を
巻
き
込
ん
だ
大
惨

事
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
冬
場
は
、
鍋
物
な
ど
で
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
の
で
、
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

※
中
身
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
そ

の
旨
の
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
月
一
回
の
「
有
害
物
」
の
収

集
日
に
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
の

袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
、
分
別
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野野
外外
焼焼
却却（（野野

焼焼
きき
））

　

焼
却
設
備
を
使
用
せ
ず
に
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
こ
と
〔
野
外
焼
却

（
野
焼
き
）
〕
は
法
律
や
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
農
地
で
の
害
虫
駆
除
や
神
事

な
ど
の
伝
統
行
事
に
よ
る
焼
却
行

為
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
合
で
も
生
活
環
境
へ
の
配
慮
が

必
要
で
あ
り
、
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
が
あ
る
場
合
は
指
導
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

キ
ャ
ン
ド
ル
作
成
・
点
灯
、
稲
城

な
し
の
す
け
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
君
の

参
加
、
稲
城
第
三
中
学
校
新
体
操

部
生
徒
に
よ
る
「
新
体
操
」
、
稲

城
第
四
中
学
校
吹
奏
楽
部
生
徒
に

よ
る
「
演
奏
」
、
矢
野
口
地
区
委

員
会
こ
ど
も
会
に
よ
る
「
応
援
ダ

ン
ス
」

■問
 

区
画
整
理
課
南
武
線
・
三
駅
整

備
係

　

矢
野
口
駅
の
上
下
線
の
発
車
メ

ロ
デ
ィ
に
「
稲
城
繁
盛
節
」
が　
１１

月　

日（
土
）の
正
午
ご
ろ
か
ら
試

２９
験
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
の
曲
は
、

昔
か
ら
地
元
自
治
会
の
お
祭
り
や

　

稲
城
上
平
尾
土
地
区
画
整
理
事

業
（
組
合
施
行
）
の
第
４
回
事
業

計
画
変
更
に
つ
い
て
、
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
月
）〜　

月
１
日

１１

１７

１２

（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
行
い
ま

す
。

■場
 

稲
城
市
役
所

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■内
 

①
土
地
利
用
計
画
の
変
更　

②

資
金
計
画
の
変
更
な
ど

※
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
に
供
さ

れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
意
見

書
を
東
京
都
知
事
に
提
出
で
き
ま

す
。
提
出
期
限
は　

月　

日（
月
）

１２

１５

で
す
。

■問
 

市
街
地
整
備
課
事
業
調
整
係

覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

る
た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝

達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

市
が
当
日
実
施
す
る
試
験
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

■日
 
　

月　

日（
金
）

１１

２８

■時
 

午
前　

時
ご
ろ

１１

Ｊ－
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星

な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■問
 

稲
城
消
防
署
防
災
課
防
災
係 

1　

・
７
１
１
９

３７７

内容
情
報
伝
達

手
段

市内56カ所に設置して
ある防災行政無線から、
一斉に放送されます。
【放送内容】
《これは、試験放送です》
《ただいま、全国瞬時警
報システムの全国一斉放
送の試験放送を行ってお
ります》

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送

稲城市メール配信サービ
スに（カテゴリ＝その他
の災害情報等）に登録さ
れている方に配信されま
す。
【配信内容】
《これは、試験メール配
信です》
《ただいま、全国瞬時警
報システムの全国一斉放
送に伴うメール配信の試
験を行っております》

②
稲
城
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

家庭用生ごみ処理容器家庭用生ごみ処理容器
購入費の一部を助成!!購入費の一部を助成 ! !

■先 ■問 環境課ごみ・環境課ごみ・
リサイクル係　　リサイクル係

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
引
火
性

の
強
い
も
の
が
、
通
常
の
ご
み
に

混
入
し
て
出
さ
れ
る
と
、
収
集
車

の
車
両
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
更

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
矢
野
口

駅
前
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ
は
、
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
で
構
成
さ

れ
た
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り

企
画
・
立
案
し
、
周
辺
企
業
の
協

賛
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

２９

※
雨
天
中
止

■時
 

午
後
４
時
〜
５
時　

分（
予
定
）

２０

■場
 

矢
野
口
駅
前
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー

■内
 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
、

▲

使
用
済
み
小
型
電
子
機
器
回
収

ボ
ッ
ク
ス

締締結結ししままししたた

事
業
計
画
の
縦
覧

事
業
計
画
の
縦
覧

稲
城
上
平
尾

 

稲
城
上
平
尾

土
地
区
画
整
理
組
合

土
地
区
画
整
理
組
合

矢
野
口
駅
の

矢
野
口
駅
の

発
車
メ
ロ
デ
ィ
が

発
車
メ
ロ
デ
ィ
が

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

盆
踊
り
な
ど
で
使
わ
れ
て
お
り
、

地
域
に
ゆ
か
り
が
あ
る
曲
で
す
。

▽
試
験
導
入
期
間　
　

月　

日

１１

２９

（
土
）〜
平
成　

年
１
月　

日（
木
）

２７

１５

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係

▲イルミネーションの様子

矢
野
口
駅
前

矢
野
口
駅
前

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４

２
０
１
４

冬
の
風
物
詩
を

　
 
冬
の
風
物
詩
を

今
年
も
開
催

今
年
も
開
催

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななななななななななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎddddddddddddddddddddddddddddddddeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeいなぎde
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんイルみかん

ココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンコン

■先 ■問 経経済観光課観光係済観光課観光係

　

稲
城
を
舞
台
に
「
街
コ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。街
コ
ン
と
は
、

街
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
、
素
敵
な

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
み
か
ん
狩

り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
洋
食
レ

ス
ト
ラ
ン
「
イ
ナ
キ
ッ
チ
ン
」

で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
よ
み
う
り

ラ
ン
ド
の
ジ
ュ
エ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
め
る
バ
ス
ツ
ア
ー

で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

〜　

歳
の
独
身

２５

４０

男
女

■日
 
　

月　

日（
土
）

１２

２０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
６
時
ご
ろ

１５

▽
集
合
時
間
・
場
所　

午
後
１

時　

分
・
稲
城
駅
前

１５
■定
 

男
女
各　

人（
申
込
先
着
順
）

１３

■費
 

男
性
５
千
円
、
女
性
３
５
０

０
円
（
当
日
集
金
）

■申
 
　

月　

日（
月
）か
ら
電
話
で

１１

１７

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■主
 

イ
ナ
キ
ッ
チ
ン

■共
 

稲
城
市

▽
協
力　
（
株
）よ
み
う
り
ラ
ン

ド
、
あ
ぶ
の
園
、
日
本
リ
ー
ス

（
株
）

コンポスター
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凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
が
、
「
友
達
が
欲

６０し
い
！
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
「
生
涯

健
康
！
」
な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

市
内
の
各
地
域
に　

の
ク
ラ
ブ

１２

が
あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
友
愛
活
動
、

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
手
芸
な
ど
の

趣
味
活
動
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
入
会
を
希
望

す
る
方
は
、
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■申
 

居
住
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

稲
城
市
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
『
あ
ん
し
ん
・
い
な
ぎ
』
で
は
、

地
域
に
お
い
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

安
心
し
て
選
択
し
利
用
で
き
る
よ

う
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
相
談
事
業
（
相
談
は
無
料
）

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

相
談
、
情
報
提
供

○
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の

権
利
擁
護
相
談

○
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
向
け

た
相
談
、
支
援

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
の
苦
情
相
談

▽
高
齢
者
、
障
害
者
の
た
め
の
法

律
相
談

○
弁
護
士
が
、
遺
産
相
続
、遺
言
、

権
利
侵
害
、
財
産
侵
害
、
消
費
者

被
害
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

※
相
談
日
は
毎
月
第
３
水
曜
日
、

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
認
知

症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
の
方
、
判
断
能
力
は
十
分

あ
る
が
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
の
方
に
対
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の
お
手

伝
い
、日
常
的
な
金
銭
の
支
払
い
、

通
帳
な
ど
の
大
切
な
書
類
を
お
預

か
り
し
保
管
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

契
約
後
の
お
手
伝
い
は
有
料
と
な

り
ま
す
。

▽
苦
情
解
決
委
員
会

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

対
す
る
疑
問
や
苦
情
を
受
け
付
け
、

適
切
に
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
苦
情
や
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
に

申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
「
苦
情
を
ど
う
申
し
出

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
「
事

業
者
に
直
接
は
言
い
に
く
い
」
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
申
し
立
て
の
場
合
は
、
稲

城
市
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解

決
委
員
会
に
よ
り
苦
情
解
決
に
向

け
て
事
業
者
と
の
調
整
を
行
い
ま

す
。
取
り
扱
い
で
き
な
い
苦
情
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
方
法　

相
談
は
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
開
所
日
時　

平
日
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時

■先
 

稲
城
市
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
『
あ
ん
し
ん
・
い
な
ぎ
』
〒　
・
２０６

　

稲
城
市
百
村
７　

1　

・
５
４

０８０４

３７８

５
９
、
5　
・
４
９
９
９
、
� ke

３７８

nri@
inagishakyo.org

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

各クラブ代表者連絡先
連絡先代表者名クラブ名地域

377－8270 関  口 　 光  基 
せき ぐち こう き

第一寿会矢野口北部

378－2656 田  中 　　 勇 
た なか いさむ

第二寿会矢野口南部

377－9718 小  甲 　 淳子 
こ かぶ じゅんこ

常春会東長沼

377－7003 田  口 　 浩  司 
た ぐち ひろ し

長寿会大丸

377－5672 三  本 　　 勇 
みつ もと いさむ

福寿会大丸・都営団地

377－6367 金  井 　 孝  治 
かな い こう じ

高砂会押立

331－3290 大  塚 　 冨  雄 
おお つか とみ お

常盤会坂浜・若葉台

331－0023 川  野 　 修  行 
かわ の のぶ ゆき

あゆみ会平尾

331－7005 山  本 　 元  子 
やま もと もと こ

むつみ会平尾宅地分譲・
平尾住宅

378－7775 伊  東 　 喜  満  江 
い とう き み え

向寿会向陽台・長峰
百村・若葉台

331－9798 池  田 　 一  雄 
いけ だ かず お

杜の会若葉台
（ワルツの杜）

350－1621 田  渕 　 昌  男 
た ぶち まさ お

ゆうわ会
若葉台
（ファインストー
リア）

　

月
は
月
は

１１１１児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

『
た
め
ら
わ
ず

　
　

『
た
め
ら
わ
ず

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

命
の
輪
』

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ　

命
の
輪
』

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
特

に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な

ど
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体

で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
虐
待
の
発
生
予
防
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
か
ら
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立
に
至
る

ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。
虐
待
は
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
発
育
・
発
達
や

心
身
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
虐
待
防
止
対
策
へ
の
取
り
組

み
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待

　

虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
（
子

ど
も
の
身
体
を
傷
つ
け
た
り
暴
力

ふふ
れれ
ああ
いい
電電
話話
をを

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

　

ふ
れ
あ
い
電
話
は
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
へ
定
期
的
に

電
話
を
掛
け
、
声
に
よ
る
確
認
を

行
い
ま
す
。
安
否
確
認
や
話
し
相

手
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受

６５
け
て
い
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

や
、
同
居
者
が
居
て
も
長
時
間
ひ

と
り
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
方

■費
 

無
料

障
害
者
週
間
講
演
会

障
害
者
週
間
講
演
会

ケ
ー
タ
イ
依
存

ケ
ー
タ
イ
依
存

脱
出
法

脱
出
法

脳
が
脳
が
う
っ
か
り
ハ
マ
る

う
っ
か
り
ハ
マ
る

依
存
と
は

依
存
と
は

　

毎
年　

月
３
日
か
ら
９
日
を
障

１２

害
者
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

分
か
っ
て
い
る
の
に
や
め
ら
れ

な
い
依
存
症
共
通
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
専
門
医
が
解
き
ま
す
。
後
半
に

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と

同
時
に
増
え
て
い
る
「
ケ
ー
タ
イ

依
存
」
の
予
防
や
回
復
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。
た
ば
こ
、
酒
、

薬
物
な
ど
へ
の
依
存
に
悩
む
方
、

消
費
者
講
座

知
っ
て
お
き
た
い
！

知
っ
て
お
き
た
い
！

薬
の
正
し
い

薬
の
正
し
い使

い
方

使
い
方

　

薬
の
正
し
い
使
い
方
や
効
き
方

に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。
薬
と
上
手
に
付
き
合
う

方
法
を
身
に
付
け
て
、
健
や
か
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■日
 
　

月
４
日（
木
）

１２
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

参
加
者
募
集

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

市
民
ふ
れ
あ
い

市
民
ふ
れ
あ
い

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

　

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で

は
、
毎
年
恒
例
の
市
民
ふ
れ
あ
い

歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。
秋
の

を
ふ
る
う
こ
と
な
ど
）
、
心
理
的

虐
待
（
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
扱
い
な

ど
）
、
性
的
虐
待
（
子
ど
も
へ
の

性
的
行
為
や
性
的
行
為
を
見
せ
る

こ
と
な
ど
）
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
家

や
車
に
閉
じ
込
め
た
り
、
食
事
を

与
え
な
い
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

　

虐
待
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
迷

わ
ず
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
者
名
な
ど
の
情
報
が
、

外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
の
結
果
、
虐
待
の

事
実
が
な
く
て
も
何
ら
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

育
児
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
児
童
虐

待
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

に
つ
い
て
悩
み
や
心
配
事
を
抱
え

て
い
る
方
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
相
談
員
が
お
話
を
お
聞
き
し

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
６
３
６
６
、
東
京
都
多
摩

３７８
児
童
相
談
所　

1　

・　

・
５
６

０４２

３７２

０
０

　

病
気
や
事
故
等
で
脳
を
損
傷
し

高
次
脳
機
能
障
害
を
負
っ
た
方
や

そ
の
ご
家
族
が
集
い
、
情
報
交
換

を
し
ま
す
。
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
話
す
機
会
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■対
 

市
内
在
住
で
高
次
脳
機
能
障
害

を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
ご
家
族

■日
 
　

月　

日（
水
）、　

月　

日

１１

２６

１２

１７

（
水
）、平
成　

年
１
月　

日（
水
）、

２７

２１

２
月　

日（
土
）、
３
月　

日（
水
）

１４

１８

■時
 

午
後
３
時
〜
５
時

※
土
曜
日
は
午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
介
護
予
防

教
室

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

風
を
感
じ
な
が
ら
、
自
然
豊
か
な

稲
城
の
ま
ち
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
「
稲
城
な
し
の
す
け
缶

バ
ッ
ジ
」
を
配
布
し
ま
す
（
先
着

　

人
）
。

１００■日
 
　

月　

日（
日
・
祝
）

１１

２３

※
小
雨
決
行

▽
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時

　

分
・
第
４
駐
車
場
（
地
域
振
興

３０プ
ラ
ザ
前
）

▽
コ
ー
ス　
地
域
振
興
プ
ラ
ザ（
午

前　

時
出
発
）
〜
三
沢
川
遊
歩
道

１０
〜
尾
根
幹
線
〜
稲
城
中
央
公
園
〜

 
上  
谷  
戸 
親
水
公
園
（
昼
食
・
レ
ク

か
さ 
や 

と

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
〜
三
沢
川
遊
歩

道
〜
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
（
午
後
３

時
ご
ろ
解
散
）

※
途
中
解
散
も
可

▽
服
装　

歩
き
や
す
い
服
・
靴

■持
 

昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、
雨
具

な
ど

■費
 

無
料

■申
 

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事

務
局（
市
民
協
働
課
協
働
推
進
係
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■講
 
 
加  
藤 　
 
哲  
太 
氏
（
東
京
薬
科
大

か 
と
う 

て
つ 
た

学
教
授
）

■費
 

無
料

■主
 

稲
城
市
、
稲
城
市
消
費
者
ル
ー

ム
運
営
協
議
会

■申
 
　

月　

日（
月
）か
ら
電
話
で
お

１１

１７

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
受
付
＝
午

前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

１０
時
）
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■先
 

消
費
者
ル
ー
ム　

1　

・
７
５

３７０

１
０

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月
３
日（
水
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■講
 
 
磯  
村 　
 
毅 
氏
（
医
師
）

い
そ 
む
ら 

つ
よ
し

■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日（
月
）か
ら
電
話
で
お

１１

１７

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

稲稲
城城
市市
福福
祉祉
権権
利利

擁擁
護護
セセ
ンン
タタ
ーー

『『
ああ
んん
しし
んん
・・

いい
なな
ぎぎ
』』

をを
ご
利
用

ご
利
用
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

入入
会会
募募
集集

み
ど
り
ク
ラ
ブ

み
ど
り
ク
ラ
ブ

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

参
加
者
募
集

介介
護護
予予
防防
教教
室室

　

歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
笑
顔
で
健
康
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
介
護
予
防
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
体
験
や
、
音
楽
を
活
動
に
取
り

入
れ
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
発

表
も
行
い
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 
　

月
６
日（
土
）

１２
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

■定
 
　

人
５０

■講
 

柴
田　

萌
氏
〔
デ
イ
・
ホ
ー
ム

た
ん
ぽ
ぽ
音
楽
担
当
・（
株
）リ
リ

ム
ジ
カ
共
同
代
表
〕

■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日（
月
）か
ら
電
話
で
お

１１

１７

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

■限
 
　

月
５
日（
金
）

１２
■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

う
よ
う
だ
い　

1　

・
０
０
４
０

３７０

い
な
ぎ
高
次
脳

い
な
ぎ
高
次
脳

機
能
障
害

  
機
能
障
害

み
ん
な
の
集
い

み
ん
な
の
集
い

■先
 

■問
 

稲
城
市
障
害
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ　
1　
・３７９

９
２
３
４

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
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全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

電
話
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

稲
城
市
就
職
面
接
会

■対
 

稲
城
市
及
び
近
隣
で
お
仕
事
を

お
探
し
の
方

■日
 
　

月　

日（
金
）

１１

２８

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
午

後
０
時　

分
〜
３
時　

分
）

３０

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■内
 

参
加
企
業
５
社

※
詳
細
は「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■持
 

履
歴
書
複
数
枚

■問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中　

1　

・
３３６

８
６
２
５

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

都
立
八
王
子
盲
学
校

 
平
成　

年
度

27
幼
稚
部
・
高
等
部
入
学
生
募
集

都
立
桜
ヶ
丘
公
園

ど
ん
ぐ
り
祭
り　

不
動
産
無
料
相
談
会

日
（
人
権
デ
ー
）
ま
で
の
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

思
想
の
普
及
や
高
揚
に
向
け
た
行

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
左
表
の

と
お
り
、
常
設
の
人
権
相
談
に
加

え
、
夜
間
の
人
権
相
談
も
実
施
し

ま
す
。

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

平
成

年
度
人
権
週
間
行
事

26

講
演
と
映
画
の
集
い

■日
 
　

月　

日（
土
）

１２

１３

■時
 

午
後
１
時　
分
〜
４
時　
分（
開

３０

５０

場
＝
午
後
１
時
）

■場
 

東
村
山
市
立
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
、
女
性
の
た
め
の
無
料
人

権
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１１

１７

２３

■時
 

月
〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
７
時

土
・
日
曜
日
＝
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時

▽「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」 

1
０
５
７
０
・　

・　
０７０

８１０

▽
電
話
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護

委
員
及
び
東
京
法
務
局
職
員

　

青
空
の
下
で
紅
葉
に
染
ま
る
園

内
を
散
策
し
な
が
ら
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

月月　

日
〜
日
〜　

月
１
日
は

月
１
日
は

１１１１

２５２５

１２１２

犯
罪
被
害
者

犯
罪
被
害
者

週
間
週
間
で
す
で
す

　

平
成　

年　

月
に
閣
議
決
定
さ

１７

１２

れ
た「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」

で
は
、
毎
年
「
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
」
の
成
立
日
で
あ
る　

月
１

１２

日
以
前
の
１
週
間
が
「
犯
罪
被
害

者
週
間
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
は
、
犯

罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
ま
た

は
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要

性
等
へ
の
、
国
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
基
本
的

人
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界

の
全
て
の
人
々
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
目
標
と
し
て
、
昭
和　

年
の

２３

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
採
択
日
の　

月　
１２

１０

受
講
者
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
■日
 
　

月
９
日（
火
）・　

日（
水
）

１２

１０

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
０
時　

分
３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 
　

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

１０
選
）

▽
コ
ー
ス　

年
賀
状
作
成

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
、　

搭
載
の

８.１

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■費
 

３
４
３
２
円

■申
 

往
復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名
・
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
土
）必
着

１１

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

東

２０６

０８０２

長
沼
２
１
１
２
の
１
）

　

相
続
・
売
却
・
購
入
・
ロ
ー
ン

返
済
等
、
不
動
産
に
関
わ
る
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三

課　

1　
・
５
２
１
３
・
１
２
３
４

０３

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
り

市
内
で
寄
せ
ら
れ
る
募
金
の
一
部

を
財
源
に
、
福
祉
活
動
を
行
う
団

体
な
ど
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
申
請
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
た
す
け
あ
い
助
成
】

▽
助
成
対
象　

当
事
者
団
体
な
ど

（
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
持
者
や

支
援
を
要
す
る
当
事
者
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
法
人
格
を

持
た
な
い
会
員
数
５
人
以
上
の
団

体
）

▽
助
成
内
容　

平
成　

年
度
の
活

２７

動
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
助
成

▽
助
成
金
額　

５
万
円
ま
で

【
地
域
の
福
祉
活
動
助
成
】

▽
助
成
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法

人
、
自
治
会
な
ど
（
法
人
格
の
有

無
を
問
い
ま
せ
ん
）

▽
助
成
種
別

①
事
業
助
成

　

団
体
に
よ
る
当
事
者
を
支
援
す

（１）る
事
業
（
講
習
会
、
講
演
会
、
体

験
学
習
、
交
流
事
業
、
啓
発
事
業

な
ど
）

　

団
体
に
よ
る
地
域
福
祉
の
視
点

（２）

が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業（
学
習
会
、

研
修
会
、
交
流
活
動
、
支
え
あ
い

活
動
な
ど
）

　

自
治
会
な
ど
に
よ
る
地
域
福
祉

（３）の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業（
見

守
り
活
動
、
支
え
あ
い
活
動
、
サ

ロ
ン
活
動
な
ど
）

※
自
治
会
員
及
び
不
特
定
の
地
域

住
民
両
方
を
対
象
と
す
る
も
の
に

限
る
。

②
特
別
助
成

緊
急
の
理
由
に
よ
り
、
自
己
資
金

の
調
達
が
困
難
な
団
体
に
助
成

▽
助
成
金
額　
　

万
円
ま
で
（
①

１０

の
事
業
助
成
は
、
団
体
の
自
己
負

担
が　

％
以
上
必
要
）

２０

■申
 

所
定
の
申
請
書
及
び
必
要
書
類

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
要
項

及
び
申
請
書
は
「
稲
城
市
社
会
福

祉
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■限
 
　

月　

日（
木
）

１２

２５

■先
 

■問
 

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地

区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
事
務
局（
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
〒　

・
２０６

　

稲
城
市
百
村
７　

1　

・
３
８

０８０４

３７８

０
０
、
5　

・
４
９
９
９

３７８

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動助

成
事
業

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

２２

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

■場
 

稲
城
第
一
中
学
校
体
育
館
及
び

福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■内
 

バ
ザ
ー
（
衣
類
・
贈
答
品
・
手

作
り
品
・
日
用
雑
貨
な
ど
）
、
模

擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・
豚

汁
・
た
い
焼
き
・
玉
こ
ん
に
ゃ
く
・

綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
）

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会　

1　

・
３

３７８

８
０
０

納期限
12月1日（月）

国民健康保険税
（第５期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

12月4日～10日

身身近近ななここととかからら
考考ええててみみまませせんんかか

人権週間人権週間

■対
 

都
内
在
住
で
視
覚
障
害
の
あ
る

方①
幼
稚
部
＝
３
〜
５
歳
児

②
高
等
部
＝
普
通
科
及
び
理
療
科

（
は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養

成
課
程
）

※
願
書
は　

月
上
旬
か
ら
配
布
し

１１

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
学
相
談
は

平
成　
年
１
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

２７

※
幼
稚
部
で
は
０
歳
児
か
ら
の
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■問
 

都
立
八
王
子
盲
学
校
入
学
相
談

担
当　

1　

・　

・
３
２
７
８

０４２

６２３

開開
催催
しし
まま
すす

歳歳
末末
たた
すす
けけ
ああ
いい
ババ
ザザ
ーー

■内
 

○
講
演
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

国
際
交
流
〜
国
籍
を
乗
り
越
え

て
〜
」
宮
澤　

ミ
シ
ェ
ル
氏
（
サ

ッ
カ
ー
解
説
者
・
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
）

○
映
画
「
ふ
た
た
び　

ｓ
ｗ
ｉ
ｎ

ｇ　

ｍ
ｅ　

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」
（
日

本
語
字
幕
付
）

○
資
料
・
パ
ネ
ル
展
示
等

■費
 

無
料

※
託
児
室
、
手
話
通
訳
、
パ
ソ
コ

ン
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
室
は
東
京
都
総
務
局
人
権

部
へ
要
予
約
〔
締
切
＝　

月
５
日

１２

（
金
）午
後
５
時
〕

■問
 

東
京
都
総
務
局
人
権
部　
1　
・０３

５
３
８
８
・
２
５
８
８

人権相談

問い合わせ相談内容・
電話番号時間相談日

相
談
名

公益財団法人東京都
人権啓発センター
103－3871－0212

弁護士による電話法
律相談
（10分程度、無料）
103－5824－9495
103－5824－9496

午後5時～8時12月4日（木）

夜
間
人
権　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

東京法務局八王子支
局（八王子市南大沢
2－27フレスコ南大
沢11階）
1042－670－6240

法務局職員または、
人権擁護委員による
面談または電話相談
（人権相談ダイヤル）
10570－003－110

午前8時30分
～午後5時15分

月～金曜日
※祝日、年末
年始を除く。

常
設
人
権
相
談
所

市役所市民協働課市
民生活係

人権擁護委員による
面談
（会場＝市役所）
※予約は随時受付、
午前8時30分から
（1378－2286）で
予約してください。

午後1時30分
～4時30分

毎月第1・第
3金曜日
※広報いなぎ
最終面「医療・
相談あんな
い」参照

人
権
・
身
の
上
相
談

シルバー
人材

センター
■問 1377・2212

■日
 
　

月
６
日（
土
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
小
雨
決
行

■場
 

桜
ヶ
丘
公
園
「
さ
と
や
ま
く
ら

ぶ
」
前
広
場

■内
 

工
作
コ
ー
ナ
ー
（
木
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
作
り
、
落
ち
葉
の
プ
ー
ル
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
竹
笛

作
り
な
ど
）
、
焼
き
芋
な
ど

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■費
 
　

円
（
イ
ベ
ン
ト
保
険
・
任
意
）

５０
■問
 

桜
ヶ
丘
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー　

1　

・　

・
１
２
４
０

０４２

３７５

■日
 
　

月　

日（
金
）

１１

２１

■時
 

午
前　
時
〜
午
後
４
時　
分（
受

１０

３０

付
は
午
後
４
時
ま
で
）

■場
 

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
後
援　

国
土
交
通
省
、東
京
都
、

稲
城
市

■主
 

■問
 
（
公
社
）全
日
本
不
動
産
協
会

多
摩
南
支
部　

1　

・　

・
７
３

０４２

６２３

５
７



26・11・15 代表電話は042－378－2111　（6）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
シ
ー
ズ
ン
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
最
終
戦　

市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
1
9
6
9
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）稲
城
市
民
シ
ー
ト
係　

1　
・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時　

月　

日（
土
）午
後
1
時
〜　

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

11

15

VS

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　

稲
城
市
百
村　

の
1　

1　

・

3
4
2
1

206

0804

112

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
先
・

　

問
い
合
わ
せ

　

食
は
健
康
の
源
！
朝
食
は
１
日

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
！
皆
さ
ん
と
一
緒

に
調
理
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
お
米
の
歴
史
の

講
話
も
あ
り
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
木
）

１１

２０

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時

１０

３０

■場
 

中
央
公
民
館
実
習
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１２
※
付
き
添
い
の
方
の
参
加
は
不
可

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
、
手
拭
き

※
家
庭
で
作
っ
た
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
測
定
を
希
望
す
る
方
は
、
具

な
し
で　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

５０
cc

■費
 
　

円
（
実
習
費
）

１００
■申
 
　

月　

日（
月
）午
前
９
時
か
ら

１１

１７

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 
　

月　

日（
水
）

１１

１９

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

11月15日～12月1日 医療・相談あんない 医療・相談あんない 

12月の申込受付　■場■先■問保健センター　1378－3421
予約・問い合わせ実施日対象事業名

前日までに保
健センターに
予約してくだ
さい。

3日（水）平成24年11月生2歳歯科健康診査
12日（金）平成24年5月生2歳6か月児歯科健康診査
5日（金）妊娠16週から27週までの方妊婦歯科健康診査
【1コース2日制】
12日（金）・19日（金）初産婦とそのパートナーの方母親学級

（マタニティコース）※
8日（月）第1子の保護者（平成26年7月生）離乳食調理講習会　※
5日（金）未就学児母子健康相談

※母親学級は先着20組、離乳食調理講習会は先着25人

【休日開庁】 開庁時間＝午前8時30分～正午、午後1時～5時
開庁窓口実施日

市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、収納課22日（土）

駅
前
の
保
健
室

■日
 

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
（　

月
１１

は　

日
）

２２
■時
 

正
午
〜
午
後
３
時

■場
 

第
２
土
曜
＝　

南
武
線
「
矢
野

JR

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■費
 

１
家
族　

円
７００

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
都
看
護
職
復
職
支
援
研
修

　

都
で
は
、
現
場
復
帰
を
希
望
す

る
方
の
再
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、

病
院
で
の
研
修
及
び
就
職
の
相
談

を
行
い
ま
す
。

■対
 

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
の
免
許
を
有
し
、
離
職

し
て
い
て
就
業
先
が
未
定
の
方

■日
 
　

月　

日（
水
）〜　

日（
金
）

１１

１９

２８

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■場
 

市
立
病
院

■費
 

無
料

■限
 
　

月　

日（
火
）（
延
長
受
付
中
）

１１

１８

◆
共
通
事
項

　

詳
し
く
は
「
稲
城
市
立
病
院
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　
1　
・３７７

０
９
３
１

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム・

糖
尿
病
・
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
、
慢
性
腎
臓
病
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

普
段
は
目
立
た
な
い
腎
臓
の
働
き

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

２９

■時
 

午
後
１
時　
分
〜
３
時　
分（
開

３０

３０

場
＝
午
後
１
時
）

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■内
 

①
腎
臓
の
働
き
と
腎
臓
病　

②

腎
臓
を
守
る
た
め
の
生
活
と
は
？ 

③
腎
臓
病
が
進
行
し
た
ら
ど
う
す

る
の
？　

④
腎
臓
病
の
食
事
に
つ

い
て　

⑤
質
疑
応
答

■講
 

医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士

■共
 

市
立
病
院
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

腎

　

妊
娠
中
は
誰
で
も
血
糖
値
が

上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
元
々
の
体
重
が
重
い
、
両
親

や
兄
弟
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
、

　

歳
以
上
な
ど
の
妊
娠
で
は
、

３５必
要
な
だ
け
の
血
糖
値
を
下
げ

る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
を
分
泌
す
る
こ
と
が
で
き
に

く
く
、
更
に
血
糖
値
が
上
昇
し

や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

糖
負
荷
試
験
に
よ
り
診
断
が
確

定
す
る
と
、
簡
易
血
糖
測
定
器

に
よ
る
血
糖
自
己
測
定
と
１
日

４
〜
６
回
の
分
割
食
の
導
入
が
開

始
さ
れ
、
必
要
な
場
合
は
内
科
で

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
多
く
の
方
が
「
自
覚
症
状

は
な
い
の
に
…
」
「
糖
尿
病
な
ん

て
ま
だ
ず
っ
と
先
の
話
と
思
っ
て

い
た
…
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

実
は
妊
娠
す
る
と
血
糖
値
を
上

げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
胎
盤
で
産
生
さ

れ
、
妊
娠
中
期
以
降
に
イ
ン
ス
リ

ン
が
効
き
に
く
く
な
る
と
い
う
背

景
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
糖
尿
病
と

は
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な

い
女
性
で
糖
負
荷
試
験
の
基
準
値

を
一
つ
以
上
満
た
す
場
合
の
こ
と

で
あ
り
、
既
に
糖
尿
病
と
診
断
さ

れ
て
い
る
糖
尿
病
合
併
妊
娠
や
妊

娠
中
に
診
断
さ
れ
た
明
ら
か
な
糖

尿
病
と
は
区
別
さ
れ
ま
す
。
世
界

９
カ
国
で
実
施
さ
れ
た
臨
床
研
究

を
元
に
、
２
０
１
０
年
か
ら
新
し

い
妊
娠
糖
尿
病
診
断
基
準
が
最
新

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
基
準
に
比

べ
て
陽
性
者
数
が
お
お
よ
そ
３

〜
４
倍
に
な
る
と
推
定
さ
れ
、

約
１
割
の
妊
婦
が
何
ら
か
の
耐

糖
能
異
常
を
合
併
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

母
体
の
将
来
的
な
糖
尿
病
の

発
症
が
危
惧
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
妊
娠
糖
尿
病
は
様
々
な
周

産
期
合
併
症
、
巨
大
児
や
新
生

児
低
血
糖
・
子
宮
内
で
の
胎
児

死
亡
と
い
っ
た
問
題
や
、
羊
水

過
多
症
、妊
娠
高
血
圧
症
候
群
、

易
感
染
性
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

妊
娠
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て

も
病
気
に
向
き
合
っ
て
様
々
な

リ
ス
ク
を
防
げ
る
よ
う
に
、
医

療
者
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会　
 
平  
尾 　
 
薫  
丸 

ひ
ら 
お 

の
ぶ 
ま
る

妊娠糖尿病と
言われたら

■問 稲城市保健センター
1378－3421
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参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

調
理
講
習
会

朝
ご
は
ん
を

 
朝
ご
は
ん
を

食
べ
ま
し
ょ
う
！

食
べ
ま
し
ょ
う
！

臓
サ
ポ
ー
ト
協
会

■問
 

市
立
病
院
管
理
課
庶
務
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

【休日急病診療所・休日薬局】 診療時間＝午前9時～午後5時
地区薬局医療機関名日程

若葉台アイセイ薬局若葉台店
1350－6171

若葉台クリニック
1350－607516日（日）

長峰サンリ薬局長峰店
1350－3577

長峰クリニック
1350－717123日（日・祝）

平尾さくら薬局稲城平尾店
1331－2796

簡野クリニック
1331－857024日（月・振休）

向陽台徳永薬局向陽台店
1370－7255

向陽台クリニック
1378－667730日（日）

【各種相談】 ※予約制。詳しくはお問い合わせください。
予約・問い合わせ時間相談日相談の種類

市民協働課
1378－2286
（予約受付時間＝
午前8時30分～正
午、午後1時～5時）

午前9時～正午
18日（火）
20日（木）
25日（火）
27日（木）

法律相談（前日予約）（※1）

午後1時30分
～4時30分

26日（水）不動産相談（前日予約）

18日（火）遺言書作成などくらしの書類
作成相談（前日予約）

20日（木）税務相談（前日予約）
19日（水・
予約終了）住宅リフォーム相談（※2）

21日（金）人権・身の上相談
（前日までに予約）

午前10時
～午後4時

19日（水）
29日（土）

女性の悩み相談（※3）
（前日までに予約）

消費者相談室
1378－3738

午前10時～正午、
午後1時～3時平日毎日消費者相談

（来室のほか電話でも相談可）

保険年金課年金係
（予約不要）

午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日年金相談
26日（水）年金相談［平尾出張所］

保健センター
1378－3421

午前9時30分
～11時18日（火）健康相談（前日までに予約）

※会場はオーエンス健康プラザ
午前9時10分

～11時18日（火）栄養相談（前日までに予約）

福祉センター
1378－3366

午前10時～正午19日（水）心配ごと相談
午後1時30分

～4時30分19日（水）高齢者・障害者の法律相談
（予約随時）

午後1時～4時22日（土）ひとり親家庭カウンセリング
相談（予約随時）
※1　11月25日（火）の法律相談は、11月21日（金）に予約を受け付けます。
※2　12月3日（水）の住宅リフォーム相談は、11月25日（火）まで予約を受け付けます。
※3　11月22日（土）に予定していた女性の悩み相談は、11月29日（土）に変更となります。

ああいいｉｉシショョッッププののププチチ講講習習会会
クリスマスチャーム作り!!クリスマスチャーム作り!!
■内■日①ビーズで
作る星形チャー
ム講習＝12月3
日（水）～5日（金）
②かわいい柄布
で作るサンタさ
んやハートなど
の講習＝12月4
日（木）・5日（金）
■時①午前10時～午後1時
　②午前10時～午後5時　
■持②はソーイングセット
■費100円～
■場■先■問あいｉショップ（大丸118の5、
川崎街道東長沼交差点南）　
1377－6546

市
民
公
開
講
座

ああ
なな
たた
のの
腎腎
臓臓
はは
大大
丈丈
夫夫
？？

稲稲
城城
・・
多多
摩摩
じじ
んん
ぞぞ
うう
病病
セセ
ミミ
ナナ
ーー

口
駅
」
改
札
前
、
第
４
土
曜
＝
京

王
相
模
原
線
「
若
葉
台
駅
」
改
札

前■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｏ（
産
後
）ク
ラ

ブ
〜
産
後
の
育
児
相
談
＆
ヨ
ガ

■対
 

生
後
１
カ
月
〜
６
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
両
親
及
び
そ
の
ご
両
親
日

■日
 
　

月　

日（
水
）

１１

２６

市市
立立
病病
院院
かか
らら
のの

おお
知知
らら
せせ

▲

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
ー
ム

　

「
稲
城
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
は
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

一
に
考
え
、
子
ど
も
の
利
益
が
最

大
限
尊
重
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
、

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
た

め
の
計
画
で
す
。
「
保
育
計
画
」

は
認
可
保
育
所
の
待
機
児
童
を
解

消
し
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

計
画
に
基
づ
く
事
業
の
進
捗
状

況
を
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚
園

係 次次
世世
代代
育育
成成
支支
援援

行行
動動
計計
画画
・・
保保
育育
計計
画画

平平
成成

年年
度度
進進
捗捗
状状
況況
公公
表表
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